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愛知労働局 労働基準部 監督課
特 別 司 法 監 督 官 斎 藤

フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修 会
（ 労 働 基 準 監 督 署 の 活 動 ）



「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）について
本日お話しする内容

労働基準監督署の業務（監督指導）１ 監督指導業務について

２ 司法警察業務について

３ 発着荷主に対する取り組み



「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）について
労働基準監督署の業務（監督指導）

法違反の指摘（是正勧告・改善指導）

監督署の職員が会社に立ち入る等し、会社の労働条件や安全衛生状況を確

認して、問題が認められた場合に、是正を求めて指導するものです。

令和５年度に、愛知労働局全体で道路貨物運送業を営む２０２事業場へ立

入調査を実施し、約７割に法違反の指導を行っています。

指導した法違反については、①労働時間、②割増賃金、③労働時間未把握

等が主なものになります。

指導を受けた会社は、指摘を受けた行政指導に対して、改善の取り組みを

実施して、その結果を監督署へ報告します。



「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）について
労働基準監督署の業務（司法事件／流れ）

監督署
・取調べ

・捜査報告書作成

・検事協議

・強制捜査

検察庁
・検事からの取調べ

・起訴、不起訴決定送検

プレスリリース

刑事手続き



令和５年度

54件
591事業場



発着荷主に対する要請（労働時間・相談支援班）
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【要請時に把握した事例１】
設計事務所／労働者数300人／価格転嫁
⇒人件費の価格転嫁に向けて、取引企業トップ間では了承されているが、実際には価格
引き上げのノウハウ・仕組みがなく、仕組みづくりに苦慮している。

【要請時に把握した事例２】
陸上貨物運送業／労働者数60名／運賃引き上げ・荷待ち削減
⇒随時運賃引き上げの申し出を受けている。一部は標準運賃に基づくものもあるが、基
づかない場合は回答がすぐにできない（他の下請にも影響する）。引き続き交渉中。

⇒荷待ち対策として、入庫予約システムの導入がないため、長時間荷待ちを発生させて
いる。
荷待ち削減には取り組んでいきたい。

【要請時に把握した事例３】
陸上貨物運送業／労働者数400名／荷待ち削減
⇒荷待ち時間は最大で30分。荷待ち短縮に向けて、予約システムを導入しているほか、
入出庫の波をなくして平準化を図るため、発注担当の部署と連携。営業部署とも連携
して、メーカーから仕入れる際に予めパンフレット積みしておくように協力依頼を行
っている。



発着荷主に対する要請（労働時間適正化指導員）
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【労働時間適正化指導員の構成】

１ 法令指導員（労働基準監督署配置）

自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（以下「改善基

準」という。）及び労働関係法令に精通し、法令等の遵守に係

る具体的指導を期待できる者。

２ 業界指導員

業界の実情、経営課題等に精通し、自動車運転者の労務管理に

深い知識と経験を有する者。



発着荷主に対する要請（労働時間適正化指導員）
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１ 目的

道路貨物運送業の長時間労働の要因には、取引慣行等の事業主の個々の努力

だけでは見直すことが困難なものがあるため、発着荷主等に対し、長時間の恒

常的な荷待ちの改善事例等を示すこと等により、自動車運転者の長時間労働の

抑制及び過重労働による健康障害防止を促進すること。

２ 実施体制

法令指導員又は業界指導員。

３ 対象

署が要請を行った発着荷主等の事業場のうち、支援を希望した事業場。



発着荷主に対する要請（労働時間適正化指導員）
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～・指導員からのアドバイスで荷主として取り組んだもの・～

①（荷主側と下請運送業者の）双方でコースの見直しの検討を行った。

⇒下請運送業者を増やして労働時間の分散を図る等下請

運送業者における時間外労働時間を令和6年3月までに、

1ヶ月80時間以内に収めるように準備を進めている。

②運賃の引き上げについて

⇒（荷主側と下請運送業者の）双方でドライバーの労働時間

の実績を共有する等して、話し合いを進めている。

③荷主として運賃の引き上げについて社内で検討した。

⇒協力会社からの要請はないが、運賃の引き上げについて、

担当者から協力会社へ話をするように準備を進めている。




